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Ⅰ 年間の活動まとめ 

今年度も杜の伝言板ゆるるの五本柱にもとづく数多くの事業に、多方面からの協力を得て、

事業をすべてほぼ計画通りに実施することができた。端的に年間の活動を振り返りたい。 

「NPO で高校生の夏ボラ体験」については、かほく「108」クラブの協力を得て、また多く

のみなさまからのご寄付や数多くの受け入れ団体や連携団体の力をお借りすることで実現でき

た。高校生にとっては NPO が身近な存在になりつつあるが、それでもやはり一緒に活動する機

会をつくることによって深い理解につながっていることを感じる報告が多く見られる。 

2005 年 4 月より担ってきた「みやぎ NPO プラザ」の指定管理者として丁寧に活動を推進す

るとともに、ここ数年取り組んでいる県内の支援センターとの連携によって、県域全体の NPO

支援ができるように努めた。2025 年度から角田市の市民活動センターでの役割を担うための準

備を行ったが、それもこれまでの経験の蓄積と成果によって、具体的な活動支援の姿を改めて

考えることができた。 

その他、河北新報の「志民の輪」、真如苑の「みやぎの居場所づくり助成」、コミュニティ FM

「エフエムたいはく」の「ゆるると NPO！オン・タイム・トーク」、「季刊ゆるる」の発刊を行

うことができた。助成金を提供する団体とのネットワーク構築のための継続的な対話、そして

周知のためのイベントも実施できた。その他にも大口の寄付金を頂戴したことを契機に、基金

の立ち上げの検討にも着手した。杜の伝言板ゆるるとして、新たな支援の形に取り組む機会が

生まれた。 

数多くの市民のみなさん、そして企業や団体、行政の協力を得て、多く事業を進め、市民活動

および NPO の発展に尽力することのできた一年であった。  
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Ⅱ 事業 

1. 伝える ～情報発信支援事業～ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（1） ラジオ「ゆるると NPO！オン・タイム・トーク」の放送 

仙台市太白区のコミュニティ FM「エフエムたいはく」にて、ラジオ番組「ゆるると NPO！

オン・タイム・トーク」を放送した（毎週月曜 19:30～20:00、再放送毎週木曜 10:00～10:30）。

ラジオという音声メディアを通じて、NPO や市民活動をめぐる様々な話題を発信した。 

 

目的  

ラジオを通して、地域の様々な社会的課題の存在、さらにこれらに取り組む NPO や市民

活動の現状・課題を広く紹介する。 

 

活動実績  

放送回一覧 2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日 計 53 回 

放送日 ゲスト 放送日 ゲスト 

4/1 
（ゲスト）NPO 法人杜の伝言板ゆるるでのイン

ターン経験 山口光希さん（大学生） 
6/24 

（ゲスト）せんだい・みやぎソーシャルハブ事務

局（せんだい・みやぎ NPO センター）安保満香

さん 

4/8 

（ゲスト）NPO 法人まちづくり政策フォーラム 

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム 

増田聡さん 

7/1 国際学会 ARNOVA-Asia＠ソウル体験記 

4/15 
（ゲスト）一般社団法人コム・イネーブル－重度

身障者の意思伝達を支援する会木島真央さん 
7/8 （ゲスト）おてんきぼうさいラボ 木立芳行さん 

4/22 
（ゲスト）NPO 法人ミヤギユースセンター 土

佐昭一郎さん 
7/15 

新みやぎ NPO プラザを考える会について（ゆる

る事務局長 渡邉桂子さん） 

4/29 
（ゲスト）認定 NPO 法人 STORIA 岩間靖治さ

ん（プロボノ） 
7/22 

（ゲスト）福島大学地域未来デザインセンター 

相双地域支援サテライト 伊藤航さん 

5/6 
（ゲスト）NPO 法人杜の伝言板ゆるるでのイン

ターン経験 佐藤恵美莉さん（大学生） 
7/29 国際学会 ISTR@アントワープ体験記 

5/13 
（ゲスト）一般社団法人東北情報機器再生推進機

構（TOPIER） 男澤亨さん 
8/5 

ボランティアチャレンジキャンペーン 2024＆参

加 NPO 紹介 Part 1！ 

5/20 
（ゲスト）NPO 法人子育て支援 ARI ママネット

一般社団法人 マザー・ウイング 小川ゆみさん 
8/12 （ゲスト）NPO 法人みどり会 佐藤わか子さん 

5/27 
NPO で高校生の夏ボラ体験（ゆるる事務局 吉

田若葉さん） 
8/19 

（ゲスト）弁護士法人芦屋西宮市民法律事務所 

津久井進さん 

6/3 
（ゲスト）NPO 法人ルネッサンスファクトリー 

菅原一杉さん 
8/26 

ボランティアチャレンジキャンペーン＆参加

NPO 紹介 Part 2！ 

6/10 （ゲスト）パソコン楽習会 大泉タマ子さん 9/2 
NPO で高校生の夏ボラ体験のふりかえり（ゆる

る事務局 吉田若葉さん） 

6/17 
（ゲスト）一般社団法人イシノマキ・ファーム 

高橋由佳さん 
9/9 

NPO で高校生の夏ボラ体験での経験 那須野羅

楠さん（高校生） 
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放送日 ゲスト 放送日 ゲスト 

9/16 
（ゲスト）一般社団法人体力メンテナンス協会 

浅川千尋さん 
12/30 

国際学会 ARNOVA＠ワシントン DC 体験記と

NPO のアドボカシー 

9/23 
（ゲスト）NPO 法人都市デザインワークス 榊

原進さん 
1/6 

（ゲスト）NPO 法人にじいろクレヨン 柴田滋

紀さん 

9/30 
（ゲスト）NPO 法人ペット終活サポートネット

宮城 齋藤まり子さん 
1/13 パーソナリティ真壁ひとり語り 

10/7 （ゲスト）認定 NPO 法人麦の会 飯嶋茂さん 1/20 
（ゲスト）一般社団法人ながまちマチキチ 加藤

隆さん 

10/14 
（ゲスト）一般社団法人ほっと岡山 はっとりい

くよさん 
1/27 

（ゲスト）NPO 法人せんだい杜のこども劇場 

齋藤純子さん 

10/21 観光で目にしたアメリカの NPO とその取り組み 2/3 
（ゲスト）NPO 法人日本ノルディックフィット

ネス協会 大須美律子さん 

10/28 
（ゲスト）NPO 法人アマニ・ヤ・アフリカ 佐藤

優子さん 
2/10 

（ゲスト）岩佐優稀子さん（東北大学大学院情報

科学研究科 大学院生）  

11/4 
（ゲスト）NPO 法人ワンファミリー仙台 立岡

学さん 
2/17 

（ゲスト）en...cut-project（エンカットプロジェ

クト）今川友太さん 

11/11 都市デザインワークス 榊原進さん 前編 2/24 
（ゲスト）3.11 メモリアルネットワーク 中川政

治さん 

11/18 
（ゲスト）NPO 法人ワンファミリー仙台 立岡

学さん 
3/3 

（ゲスト）NPO 法人フードバンク仙台 川久保

尭弘さん 

11/25 都市デザインワークス 榊原進さん 後編 3/10 
（ゲスト）いわて連携復興センター 瀬川加織さ

ん  

12/2 （ゲスト）トト．ライティング 扇かおりさん 3/17 
（ゲスト）マオメオキャットクラブ 阿部佳代子

さん 

12/9 
（ゲスト）一般社団法人 manaco 中野柊一郎さ

ん 
3/24 

（ゲスト）NPO 法人まなびのたねネットワーク 

伊勢みゆきさん 

12/16 （ゲスト）リバイブ名取 21 阿留多伎眞人さん 3/31 
（ゲスト）ブックトークの会「コスモス」 男澤

敦子さん 

12/23 
（ゲスト）国見・千代田のより処★ひなたぼっこ 

高橋正佳さん（CLC） 
― ― 

 

事業成果  

 本年度は、のべ 43 名のゲストを迎え、様々な社会的課題とこれに取り組む NPO・市民活動

の現状を発信することができた。2024 年 4 月以降、毎週月曜 19:30～20:00 に加え、毎週木曜

10:00～10:30にも再放送されており、より多くの聴衆者にNPOの話題を届けることができた。 

 放送開始 3 年目を迎え、これまで以上に、より多面的に NPO をめぐる様々な情報を発信する

ことができた。NPO 法人や一般社団法人、任意団体からゲストを迎え、取り組んでいる課題や

活動内容を紹介したほか、NPO を支える様々な存在であるボランティアやプロボノ、インター

ン、弁護士などもゲストに迎えることができた。「新みやぎ NPO プラザを考える会」や「ボラ

ンティアチャレンジキャンペーン」「NPO で高校生の夏ボラ体験」など、杜の伝言板ゆるるやプ

ラザの事業を積極的に取り上げ、発信することができたのも、今年度の特色である。 



特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

6 

 なお、このラジオ番組の聴衆可能エリアは、仙台市、名取市、岩沼市を中心とした地域である

が、インターネット上の「サイマルラジオ（https://csra.fm/stationlist/#tohoku）」やアプリ 

「Simple Radio」を通じて、世界中からの聴衆も可能となっている。 

 

（2） 季刊ゆるるの発行 

 市民や NPO の中間に位置する存在として、社会のあり方にとって必要な情報発信をすべ

く、各理事の視点から「伝えるべき」、「伝えたいこと」をまとめ、年に 4 回発行する。 

 

目的  

 市民活動の現状や課題、組織運営における考え方等、学術研究にもとづく知見を提供する。 

 

活動実績  

 No.15 2024 年夏号（6 月）、No.16 2024 年秋冬号（10 月）、No.17 2025 年春号（3

月）を発刊した。 

仕 様 ：A4 版フルカラー8 頁／毎号 1,000 部発行 

配布先 ：法人正会員、賛助会員、県内公共施設、県内外の NPO 支援センター等 

 

掲載内容： 

No. 執筆者 記事 

No.15 

2024 年夏号 

ゆるる事務局 ボランティア紹介 丸岡 修一さん「経験と趣味を活かし貢献」 

ゆるる事務局 NPO で高校生の夏ボラ体験 参加 NPO と夏ボラ卒業生から見る価値とは？  

石田 祐 NPO 支援：現在地、これまで、これからを考える 

高浦 康有 ナッジ：人々の自発的で望ましい行動をどう促すか 

堀川 晴代 みやぎ NPO プラザ ニューフェイスによるショップ、オープン！ 

波多野 卓司 人と経営 第 14 回 “まるごとみる” ということ 

真壁 さおり お酒上手 第 15 回「インプット酒」 

No.16 

2024 年秋冬号 

石田 祐 『問題』と『課題』  

岡田 彩 寄付の動機を考え直してみませんか 

堀川 晴代 ボランティアチャレンジキャンペーン 2024「 NPO」と「あなた」をつなぐ 

高浦 康有 宮城県 NPO 活動実態・意向調査を読み解く 

渡邉 桂子 市民活動について考える 

波多野 卓司 人と経営 第 15 回 初なるこころ  

真壁 さおり お酒上手 第 16 回 「思考酒」 

No.17 

2025 年春号 

石田 祐 遠くの国際政治と近くの NPO 

岡田 彩 市民活動には「メリット」が必要？  

渡邉 桂子 寄附金について考える 

高浦 康有 コンプライアンスからインテグリティへ  

ゆるる事務局 NPO × Internship~ 社会貢献に関わる先輩、大人の話を聞けるトークイベント~ 
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堀川 晴代 みやぎ NPO プラザ 未来に向けたとりくみあれこれ 2024-2025 

波多野 卓司 人と経営 第 16 回 地層を幾重に重ねて 

真壁 さおり お酒上手 第 17 回 「事前復興酒」  

 

事業成果   

 理事のそれぞれの専門にもとづき、「市民と寄付」「非営利組織のガバナンス」「NPO の市

民活動性」など、多様な視点から NPO、市民に有益な情報を発信することができた。2024

年度は、認定 NPO 法人制度のパブリック・サポート・テストの寄付金の考え方や、5 年に

一度宮城県が実施する NPO 活動実態・意向調査の分析など、中間支援組織ならではの視点

や情報を提供することができた。また、ホームぺージおよび SNS でも発信したことで、シ

ェア機能による情報の拡散につながった。 

 

（3） 河北新報夕刊「志民の輪」執筆、監修 

 2019 年 4 月 1 日から、河北新報夕刊月曜版で連載が始まった「志民の輪」は、2024 年

度で 6 年目を迎えた。引き続き、せんだい・みやぎ NPO センターと交互に隔週で取材執筆

を担当した。 

 

 NPO の杜：多様な地域課題に向き合い、情報発信や学びの場づくり、関係者との連

携を通して解決に向けた活動に取り組んでいる NPO について紹介した。 

 ウォロな人々：NPO でボランティアやプロボノとして活躍している人たちの参加動

機や活動への思いを伝えた。 

 とぴっく：地域や社会で話題となっている、または知ってほしい NPO を取り巻く情

報などを紹介した。 

 information：みやぎ NPO 情報ネット等で公開されている、助成金やイベントなど

の情報を掲載した。 

 

目的   

 NPO の紹介を通じて市民の NPO に対する関心を高め、市民活動への参加を促す。 

 

活動実績  

 掲載一覧：2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 24 日  計 21 回 

2024 年 NPO の杜 ウォロな人々 とぴっく Info. 

発刊日 見出し 掲載団体 見出し 掲載団体・個人 見出し 件数 

4 月 1 日 
「親なきあと」生活設

計 

NPO 法人障がい者の

暮らしとお金の相談

室 

少年サッカー指

導 親身に 

NPO 法人泉パークタウン

SPO＆COM クラブ 

善波昭宏さん 

企業寄付への理

解深める 
3 

4 月 15 日 
居心地の良さを大切

に 

一般社団法人ひとき

たしゃべる 

二人三脚で学習

支援 

NPO 法人セイブアライフ 

朴依眞さん 

まちづくり 子

どもが主体 
3 

5 月 13 日 
ひきこもりの悩み解

消 
ルピナスの会 

来館者のため努

力重ねる 

博物館ボランティアガイ

ド 三の丸会 

タンタンが友好

を深める 
2 

5 月 27 日 
「見えない障害」理解

を 

一社)どんまいネット

みやぎ 

子どもの貧困問

題考える 

認定 NPO 法人 STORIA 

プロボノ 岩間晴治さん 

NPO の復興活

動は今も 
2 
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6 月 10 日 
全員参加型の訓練企

画 

せんだい女性防災リ

ーダーネットワーク 

子育て不安 家

庭訪ね支援 

一般社団法人マザーウィ

ング 星 芳子さん 

プ ロ ボ ノ 人 材 

活躍の場に 
2 

6 月 24 日 
仲間と共に克服目指

す 

NPO 法人宮城県断酒

会 

勇気出して一つ

ずつ挑戦 

NPO 法人自閉症ピアリン

ク セン タ ー ここ ね っと 

金 亮太朗さん 

ふ る さ と 納 税 

込める思い 
2 

7 月 8 日 
視覚障害者の自立支

援 

NPO 法人一歩を楽し

む石巻 

軍手と火ばさみ 

海岸清掃 

NPO 法人うみとそら 

品田浩樹さん 

缶ビール買って

桜を守る 
3 

7 月 29 日 
再利用で環境負荷低

減 

一般社団法人東北情

報機器再生推進機構 

ダウン症の子に

寄り添う 

どんぐりの会 

佐藤淳子さん 

森林税 使途に

関心持って 
3 

8 月 19 日 
地域協働 価値観つ

くる 
夏ボラ特集① 

自分にできるこ

と模索 

宮城教育大 2 年 廣田朱

里さん 

スポーツ通じ男

女平等に 
2 

9 月 2 日 
貴重な学び 世界広

げる 
夏ボラ特集② 

宮城一高 2 年 大内萌百果さん 

石巻好文館高 3 年 相澤里那帆さん 

古川高 2 年 塩澤美琴さん 

スポーツで多様

性を包摂 
3 

9 月 30 日 
水泳で障がい児を療

育 

一 般 社 団 法 人

MOTTO 

多文化共生の社

会目指す 

仙台国際交流クラブ 

佐藤弘康さん 

気候変動 人権

侵害と提訴 
3 

10 月 21 日 
全線管理、ハイカー支

援 

認定 NPO 法人みちの

くトレイルクラブ 

子どもの遊び場

を増やす 

あそびのうつわをひろげ

る会 大沼洋子さん 

青 い カ ボ チ ャ 

多様性配慮 
2 

11 月 11 日 
性被害防止へ周知活

動 
銀瑠璃 

一緒に楽しみな

がら伴走 

仙台視覚障害者ランナー

ズクラブ 内田孝義さん 

SDGs で東北の

未来つくる 
2 

11 月 25 日 
悩み聞き当事者支え

る 

NPO 法 人 宮 城 県 患

者・家族団体連絡協議

会 

楽しく歩いて心

身健康に 

みちのくノルディックウ

ォーキングネットワーク 

真山むつ美さん 

「センキョ割」

拡大に期待 
3 

12 月 9 日 
街に新たなにぎわい

を 

一般社団法人ながま

ちマチキチ 

本の面白さ伝え

読書促す 

ブックトークの会「コス

モス」 男澤敦子さん 

災害支援 公的

後押し必要 
2 

12 月 23 日 
障害者の青年期 豊

かに 

NPO 法人みやぎ学び

の作業所ネットワー

ク・ラルゴ 

発達特性の悩み 

安心感を 

子 育 て 支 援 サ ー ク ル

SOUP 

伊藤理美さん 

寄付教育がつく

る未来 
3 

2025 年 NPO の杜 ウォロな人々 とぴっく Info. 

1 月 20 日 
心通う対話 生きる

力に 

一般財団法人メンタ

ルケア協会 仙台「ほ

っ！と相談」実行委員

会 

動物と触れ合う

幸せ贈る 

NPO 法人エーキューブ 

井戸沼恵美さん 

変わりゆく資本

主義の形 
3 

2 月 3 日 
街中で再現 伝統後

世に 

仙台門松・みやぎの発

信隊 

責任のある飼い

方を啓発 

マオメオ・キャットクラ

ブ 阿部佳代子さん 

電飾が伝える震

災の記憶 
3 

2 月 17 日 
「買い物困難者」手助

け 

一般社団法人産直広

場ぐるぐる 

使用済み切手で

医療支援 

仙台 JOCS 渡部芳彦さ

ん 

スキル活かして

市民活動 
2 

3 月 10 日 
「ごちゃまぜ」つなぐ

場 

公益社団法人青年海

外協力協会（JOCA 東

北） 

仕事と両立 ス

キル活かす 

NPO 法人ケアブレンド 

中山良子さん 

物価高騰 広が

る貧富の差 
2 

3 月 24 日 
寄り添い支える社会

に 

NPO 法人仙台敬老奉

仕会 

子 ど も や 地 域 

関わり模索 

宮城教育大・松原圭吾さ

ん 

震災伝承 次世

代の育成を 
2 

 

事業成果  

 今年度も、ゆるる本部での NPO 支援や、みやぎ NPO プラザの運営などを通して得たさ

まざまな団体や人物とのつながりを、志民の輪の取材執筆に最大限活かすことができた。 

 これまで同様、NPO の杜やウォロな人々等で紹介する団体の活動分野は多様で、社会的

にあまり認知されていないテーマや課題解決に取り組む団体も多い。なぜそうした課題に

気付き、活動しているのか、またその取り組みを通してどのように地域や対象者が変化して

いるのか、団体に寄り添った目線で紹介している。また、とぴっくのコーナーでは、国内外

の市民セクターを取り巻く多彩な話題を紹介した。より俯瞰的、多角的な目線で、わたした

ちの暮らしや NPO が向き合う社会課題について考える機会を提供することができた。 
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 一方で、取材を通して、人材不足、資金の問題など組織運営の課題に直面することもある。

ゆるる、NPO プラザなどで実施する窓口相談や研修などと効果的に連携し、スタッフのス

キルアップや視野を拡げることにもつなげていきたい。 

 紙面掲載後に、団体から「記事を読んだ人から団体に連絡があり参加につながった」など

のフィードバックをいただくこともある。次年度も、NPO への関心と参加意欲を引き出せ

るような記事を掲載していきたい。「NPO の杜」は河北新報オンラインニュースで見られ

る。（https://www.kahoku.co.jp/special/spe1179/index.html） 

 

（4） その他情報発信事業 

 NPO の“今”を読み解く！宮城県 NPO 活動実態・意向調査を探るトークカフェ 

 2023 年度に宮城県が実施し、当法人が受託し企画・実施を行った「令和 5 年度宮城県

NPO 活動実態・意向調査」の結果を読みとき、宮城県の NPO を取り巻く状況を意見交換

するワークショップを開催した。 

 

目的   

 「令和 5 年度宮城県 NPO 活動実態・意向調査」の結果を市民に周知し、関心を持って向

き合うきっかけづくりを行う。また、立場の異なる参加者の意見交換や専門家の話題提供を

通じて、NPOを取り巻く現状を捉えなおし、個々の意識変容と行動のきっかけにつなげる。 

 

活動実績  

日 時 ：10 月 14 日（日）18：30～20：00 

場 所 ：みやぎ NPO プラザ 第 1 会議室  

参加者数：12 名（NPO5 名、自治体 2 名、財団 1 名、企業 1 名、大学 1 名、個人 2 名） 

 

【プログラム】 

①調査研究の専門家による話題提供 

スピーカー：高浦 康有（杜の伝言板ゆるる理事／東北大学大学院経済学研究科） 

ファシリテーター：岡田 彩（杜の伝言板ゆるる副代表理事／東北大学大学院情報科学研究科） 

②カフェ形式でグループトーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査報告書を眺める参加者 気になる調査結果を付箋で書き出し意見交換 

https://www.kahoku.co.jp/special/spe1179/index.html
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 新みやぎ NPO プラザ移転を考える会 

 2028 年度に開館を予定している「宮城県民会館・宮城県民間非営利活動プラザ（みやぎ

NPO プラザ）複合施設」について、NPO・市民の声を宮城県に届けるため、また移転への

関心を高めるために意見交換会を行った。 

 

第 4 回 6/29 議題：県民会館の指定管理団体との協働運営に関する意見交換  

活動の専門性や当事者性に基づく意見が多数出た 資料配布により移転に関する最新情報を共有した 
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2. 育てる ～人材育成支援事業～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――-――― 

（1） NPO で高校生の夏ボラ体験 2024 

 県内の高校生が夏休み期間に NPO でボランティア体験をする。体験前に「事前学習会」

を開催し、NPO を正しく理解する講座の実施および受け入れ団体との顔合わせを行った。

また、体験終了後に参加者の学びや感想をまとめた「体験談集」と、事業成果を分かりやす

くまとめた「アニュアルレポート」を発行し、参加者、高校および関係者へ無料で配布した。 

 

目的  

 地域の次世代の担い手となる高校生が NPO を知り、地域が抱えている課題に気付く機会

とする。また、NPO 側にとっては、地域の課題を自らの力で解決しようとする様々な人々

が活動していることを周知し、次世代を担う若者に自分たちの地域は自ら担っていくこと、

活動の意義に気付いてもらう機会を作る。 

 

共催：かほく「108」クラブ 

後援：宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、石巻市教育委員会、名取市教育委員会、大崎

市教育委員会、岩沼市教育委員会 

 

活動実績  

体験期間 2024 年 7 月 20 日（土）～2024 年 8 月 25 日（日） 

事前学習会 2024 年 7 月 14 日（日）※午前、午後の二部制で開催 

受入団体数 23 団体（仙台市：15 団体、名取市 1 団体、石巻市：4 団体、大崎市：2 団

体、岩沼市：1 団体） 

募集人数 100 名 

申込総数 93 名（22 校） 

体験者数 83 名（21 校） 

体験談集の発行 300 部 

 

①事前学習会（仙台会場） 

日 時 ：7 月 14 日（日）10：00～12：30／13：30～16：00 

場 所 ：河北新報社 本社ホール  

参加者数：81 名、NPO22 団体 

その他 ：夏ボラ卒業生の大学生 2 名が運営ボランティアとして参加した。 

 

 河北新報社のご協力で会場をお借りし、ボランティアや学生インターンなどの協力を得

て、午前と午後の 2 部制で実施した。また、今年度も引き続き、河北新報担当者による「体

験談集の書き方講座」を実施した。また、事前学習会の運営ボランティアとして 2022 年度、

2023 年度に夏ボラを体験した大学生 2 名が参加した。高校生に向けてメッセージを送る場
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面もあり、20 年以上続けてきたことによる意義や夏ボラ卒業生の活躍を体感できる年であ

った。 

 

 

事業成果  

 21 回目の開催となった今年は、コロナ禍による影響もほとんどなくなり、体験を通じた

対話、コミュニケーションによる学びの機会を十分に提供することができた。体験中に高校

生を取材した際には、「夏ボラのような体験機会をずっと探していた」という声や、「保健室

の先生が夏ボラに参加したことがあり、夏ボラをおすすめされて参加した」という高校生も

いた。 

 長く継続しているからこそ、口コミや紹介による波及効果もあり、またかほく「108」ク

ラブや教育委員会などと連携しているからこその実績と信頼感が地域の中で蓄積されてき

たように思う。今後も長く事業を継続することで、人口減少や若者の地域離れといった地域

課題に対しても良い影響を与え得る可能性が感じられる事業となった。 

 

（2） その他人材育成事業 

 NPO×インターンシップ～社会貢献に関わる先輩、大人の話を聞けるトークイベント～ 

 自主事業として 20 年以上「NPO で高校生の夏ボラ体験」を実施してきた経験から、大

学生になっても社会貢献に関わる機会を提供する必要性を感じ、宮城県内で NPO インター

ンプログラムを提供する公益財団法人 SOMPO 環境財団と連携し、オンライントークイベ

ントを開催した。 

 

目的  

 宮城県の若者（高校生、大学生）が NPO に関わる選択肢を知り、実際に参加できるプロ

グラムや NPO 活動のイメージを明確にする 

 

活動実績  

日 時 ：3 月 6 日（木）14：00～15：45 

方 法 ：オンライン（Zoom）  

参加者数：10 名（学生 5 名、NPO4 名、その他 1 名） 

NPO やボランティアとは何かを学ぶ高校生 参加 NPO 同士も交流を行った 



特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

13 

【プログラム】 

①話題提供「NPO とインターンシップ」 

石田 祐（杜の伝言板ゆるる代表理事／関西学院大学人間福祉学部） 

 

②NPO とインターン生による活動事例紹介 

認定 NPO 法人冒険あそび場せんだい・みやぎネットワーク 斉藤信三さん 

宮城教育大学 3 年 松原圭吾さん 

公益財団法人みやぎ・くらしと環境・ネットワーク 小山田陽奈さん 

 

③「CSO ラーニング制度」紹介 

公益財団法人 SOMPO 環境財団 瀬川敬太さん 

 

 

 2024 年度 CSO ラーニング制度 

 公益財団法人 SOMPO 環境財団が実施している大学生・大学院向けのインターンプロ

グラム。定員割れのため 2024 年度は受け入れを実施しなかった。  

参加前後の変化を話す大学生インターン NPO 参加の選択肢を知る大学生 
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3. 応援する ～組織基盤強化支援事業～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――-――― 

（1） みやぎ NPO 事務支援センター 

 宮城県内の NPO 法人等からの依頼をもとに、会計サポーターの派遣を中心に個別相談、

実務指導、経理事務代行、特別サポートの中から必要な会計支援を行った。 

 

目的  

 団体の会計基盤強化により外部からの信頼や評価を得ることで、助成金獲得や寄附金増

加等が期待できる。団体が継続的かつ健全な運営を行えるよう会計の側面から支援する。 

 

活動実績   

① 事務代行及び特別サポート 

 記帳代行や領収証・請求書整理のほか、特別サポートとして活動決算書作成や会計ソフト

の初期設定を行った。 

【2024 年度実績】経理事務代行登録団体数：1 団体 

特別サポート（決算書作成）：1 団体 

対応サポーター：2 名 

 

② 会計サポーター派遣 

 会計やお金の管理、仕訳や帳簿の作成に関するアドバイス、会計ソフトの導入支援、活動 

計算書、注記、貸借対照表等の財務諸表作成のサポート等を行った。 

【2024 年度実績】派遣団体数：4 団体 

派遣回数：6 回 

 

③ 相談 

 団体からの問い合わせをもとにオンラインやメールで会計相談を行った。一部専門的・経営

的な相談については理事が対応した。 

【2024 年度実績】相談：14 件 

 

④イベント開催 

 宮城県内における資金の地産地消による地域の活性化を目指し、NPO と助成団体が相互

理解し、顔の見える関係を作るためのイベントが好評だったことを受け、昨年に引き続き開

催した。今年は県内サテライト会場を 3 か所設け、より県域へ支援を届けることができた。 

 

 宮城県の助成プログラム×NPO～資金と想いの好循環～「助成申請編」 

日 時：2024 年 9 月 6 日（金）14：00～17：00 

会 場：みやぎ NPO プラザ交流サロン（本会場）およびオンライン（Zoom） 

  気仙沼市役所ワン･テン庁舎、名取市市民活動支援センター、とめ市民活動プラザ 
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参加者：88 名（みやぎ NPO プラザ 33 名、気仙沼 8 名、名取 9 名、登米 5 名、Zoom33 名） 

 

【プログラム】 

 第 1 部 基調講演「助成金申請のポイント」 

     （一般財団法人明石コミュニティ創造協会 木上 裕貴 氏） 

 第 2 部 助成プログラム紹介 ※五十音順 

     ＜登壇団体＞真如苑、株式会社仙台銀行、東北労働金庫、社会福祉法人宮城県共

同募金会、みやぎ生活協同組合 

 第 3 部 質疑応答・交流タイム 

 

 寄付月間 2024 連続企画 

①広報お悩み座談会 

 リタワークス株式会社の中川雄太氏をゲストにお招きし、デジタルツールを活用した寄

付広報について学ぶ連続イベントを開催した。1 週目のプレイベント「広報お悩み座談会」

では参加 NPO の寄付募集に関する悩みをざっくばらんに相談できる場をオンラインで開

催した。 

 

日 時：2024 年 12 月 6 日（金）11：00～12：00 

会 場：オンライン（Zoom）  

参加者：7 名 

 

②寄付を集めやすくなるファンドレイジング広報講座 

 リタワークス株式会社の中川雄太氏を講師に招聘し、デジタルを活用した資金調達や寄

付者の想いに訴求する端的なメッセージの伝え方を学び、「伝えるよりも伝わるメッセージ

で心を動かす」など、寄付を募る NPO 側の視座を高める時間となった。 

 

日 時：2024 年 12 月 13 日（金）15：00～17：30 

会 場：みやぎ NPO プラザ 第 2 会議室 

参加者：15 名 

 デジタルファンドレイジングのコツを学ぶ メモを取る参加 NPO の皆さん 
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③カードゲームで体験！自分にとっての社会貢献を考えてみよう 

 認定 NPO 法人日本ファンドレイジング協会の石渡賢大氏、安齋賢二氏をファシリテータ

ーに招聘し、寄付を身近に感じられる体験型カードゲーム「from Me」とその後のワークシ

ョップを通じて、日常でできる寄付や社会貢献の行動を考えてもらう場を開催した。 

 

日 時：2024 年 12 月 20 日（金）14：30～17：30 

会 場：みやぎ NPO プラザ 第 1 会議室 

参加者：8 名 

 

 

事業成果   

 事務支援センターについては、昨年に引き続き新規受付時の 1 時間無料相談の対応を継

続した。特別サポートや会計ソフトの導入支援が続いたが、訪問までの事前準備期間として

オンラインを活用してスムーズな支援を行った。会計の体制を整えやすくするために安価

な料金に設定しているが、今後、費用を確保するための仕組みづくりが課題である。 

 また昨年同様に実施した助成プログラムイベントでは、支援センターや NPO 支援組織か

らのご協力によりサテライト会場を設けることができた。イベントには 100 名近くにおよ

び、多くの人が参加した。終了後のアンケートから満足度が高く、非常に高いニーズがある

ことが分かった。事業化を含めて、プログラムの定期開催に向け、資金調達をしながら継続

開催を目指す。 

 今年度「寄付月間 2024 連続企画」として「寄付」をテーマに 12 月毎週金曜日にイベン

トを催した。「寄付を集めやすくする広報講座」のプレイベントとして行った座談会では、

積極的な意見や疑問、ツールの特徴についての質問などがあり大いに盛り上がった。 

 昨年度から好評の自分のウエルビーイングの向上とお金の使い方の関係性を疑似体験で

きるカードゲームは、日常の一コマからできることがあることを感想として話していたこ

ともあり、寄付や社会貢献活動が身近に感じたという成果があった。今年度の事務支援セン

ターの活動内容は多岐にわたる結果となったが、日頃のサポートから集めた「ニーズの種」

を将来の可能性につなげるため種まきを行った。この種が成長につながるかを今後検討し

ていきたい。 

 

自分ができそうな社会貢献を書き出す カードゲームで寄付が社会に与える影響を体感する 
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（2） 講師等の派遣 

 行政や NPO 等からの依頼により、ボランティアや市民活動、NPO 等に関する講演・研

修などの講師を派遣した。 

 

目的  

 支援組織や会計サポーターとしての視点から、それぞれの経験や知識に基づいた講演・研

修を行い、参加者の課題解決や組織力の向上を図る。 

 

活動実績  

月日 派遣先 

５月 16 日 NPO・市民活動団体のための会計初級講座 

５月 25 日 基礎から学べる！NPO 法人設立講座 

７月 26 日 NPO のための仕訳集中講座 

8 月 31 日 東松島市まちづくり活動相談会 

11 月 27 日 
東松島市地区自治会役員およびまちづくり団体向けまちづくり研修会 （※ファシリテータ

ー2 名派遣） 

１月 15 日 加美町町民提案型まちづくり事業研修会 

１月 25 日 市民活動団体・町内会のための初めて学ぶ会計講座（初級編） 

１月 28 日 「届けたい、知りたい人に伝える」情報発信の実践講座 

２月 13 日 認定 NPO 法人申請・更新講座 

２月 15 日 市民活動研修会 私たちが目指す元気なまちとは～自分たちにできることを考える～ 

2 月 19 日 東松島市まちづくり活動相談会 

２月 27 日 NPO のための 決算書作成 講座  

3 月 5 日 気仙沼市民活動支援センター「市民活動のための個別相談会」 

 

事業成果  

 専門知識を持つ講師を様々な研修に派遣したことにより、参加団体の会計や組織運営に

幅広く活用してもらうことができた。 

 

（3） NPO の基盤整備に関する書籍類の紹介及び販売 

 NPO の理解促進及び運営基盤強化につながる冊子等を NPO に販売した。 

 

目的  

 NPO への理解や組織運営に役立つ書籍を販売することにより、NPO の理解促進・運営

基盤強化につなげる。 
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活動実績  

冊子名 発行者（団体名） 

NPO 会計基準完全収録版第 2 版 NPO 法人会計基準協議会 

会計基準ハンドブック 認定 NPO 法人 NPO 会計税務専門家ネットワーク 

知っておきたい NPO のこと 1「基本編」 認定 NPO 法人日本 NPO センター 

知っておきたい NPO のこと 2「資金編」 認定 NPO 法人日本 NPO センター 

知っておきたい NPO のこと 3「協働編」 認定 NPO 法人日本 NPO センター 

知っておきたい NPO のこと 4「参加編」 認定 NPO 法人日本 NPO センター 

知っておきたい NPO のこと 5「評価編」 認定 NPO 法人日本 NPO センター 

NPO 法人のための業務チェックリスト 認定 NPO 法人 NPO 会計税務専門家ネットワーク 

NPO 会計日誌 NPO 支援東京会議 

Q&A NPO 会計マニュアル 認定 NPO 法人杜の伝言板ゆるる 

協力のテクノロジー 関係者の相利をはかる

マネジメント 
松原 明、大社 充 

会計ソフト「会計王」NPO 法人スタイル ソリマチ株式会社 

 

事業成果  

 今年度も継続して県内外の多様な NPO へ書籍等を販売することができた。 
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4. 協働する ～拠点運営支援事業～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――-――― 

（1） 宮城県民間非営利活動プラザ（みやぎ NPO プラザ）の管理運営 

 平成 17 年 4 月から指定管理者として運営している、宮城県内の NPO 活動を総合的に推

進するための中核機能拠点「みやぎ NPO プラザ」は、令和 4 年 4 月から 5 年間（6 期目）

の指定管理者に選定され、引き続き管理運営を担っている。 

 

目的  

 宮城県の民間非営利活動を促進するための条例第 9 条の規定に基づいた「宮城県民間非

営利活動促進基本計画」を尊重し、宮城の NPO 活動促進中核機能拠点として、機能充実を

図る。 

 

活動実績   

 令和 6 年度の利用者数はコロナ禍以前の水準まで回復した。対面活動がコロナ禍以前の

ように活発になったことや、仙台市内の公共施設の大規模改修工事により会議室が使用で

きなくなった NPO が、みやぎ NPO プラザを利用するようになったことが影響した。 

 オンライン（Zoom）の活用にも引き続き力を入れた。県域支援の観点からも、場所を選

ばずに参加できるオンラインは、今後もその利点を生かして積極的に活用していきたい。 

 NPO の大切な役割のひとつは、ともに課題解決に取り組む多くの関係者（市民）をつく

り出すことである。そのため、NPO の信頼性を高めるために団体の情報公開を促進するた

めの支援や、次世代の NPO・市民活動の担い手創出に関する取り組み、組織基盤の強化に

結び付く事業を展開した。 

 

① 会議室及び事務用品等の貸し出し 

 施設利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会議室利用状況 

 

 

 

 

施
設
見
学

ヒ
ア
リ
ン
グ

交
流
サ
ロ
ン

電
話
問
合
せ

情
報
収
集
･
提
供

案
内
･
問
合
せ

閲
覧
・
縦
覧
等

会
議
室
使
用

Ｎ
Ｐ
Ｏ
相
談

パ
ソ
コ
ン
利
用

作
業
室

チ
ラ
シ
等
依
頼

事
務
ブ
ー

ス
利
用

シ
ョ
ッ

プ
利
用

レ
ス
ト
ラ
ン
利
用

計

人数 人数 人数 人数 人数 人数 電話 来館 人数 人数 人数 人数 人数 件数 人数 人数 人数 人数

Ｒ６合計 30 1 6,480 2,059 2,580 1,819 458 928 1 12,858 404 877 2,222 1,417 2,203 2,129 11,689 48,155

Ｒ５合計 7 11 5,943 1,902 2,512 1,704 393 767 1 10,304 402 1,009 2,458 1,449 1,774 2,855 11,695 45,186

※NPO相談には専門相談を含む

会
議
室
申
込

件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間

Ｒ６合計 299 4,736 1,214 230 3,893 812 122 655 362 203 1,775 501 277 1,799 1,042 1,131 12,858 3,931

Ｒ５合計 259 3,151 1,078 233 3,624 787 52 176 136 147 854 390 247 2,499 919 938 10,304 3,310

合計第１会議室 第２会議室（全面） 第２会議室（分割） 第３会議室 研修室
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 コピー機・印刷機 

 

 

 

 

 事務ブース・常設ショップ・レストラン使用団体への支援 

 事務室や常設ショップ、レストランの利用団体が入居期間中に力をつけていけるよう、施

設の使用報告書や利用者懇談会等で活動状況を把握し、課題解決のアドバイスをしたほか、

専門相談や講座参加につなげた。 

 

 施設見学および運営ヒアリング 

 11 件 30 名に対応し、みやぎ NPO プラザの機能を紹介した。 

 

 事務室等使用団体選考審査会 

 令和 6 年 6 月、11 月に貸事務室の使用団体を公募し、選考審査会において決定した。 

 

② インターネット情報サイト（みやぎ NPO 情報ネット）運用業務 

 新型コロナが 5 類感染症になって以降、活動を再開する NPO が増えた。そのサポートの

ため、NPO が主催するイベントやボランティア・有給スタッフの募集情報の収集と発信に

力を入れた。みやぎ NPO プラザ主催の講座や無料専門相談会等のページ、短期ショップの

出店情報も随時作成更新し、タイムリーな情報発信に努めた。 

 みやぎ NPO 情報ネット更新件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 みやぎ NPO 情報ネットメールマガジン掲載件数（毎月 1 日発行） 

※R6 登録者数：R5 年度末時点の総登録者数 982 名 + R6 年登録増加数 15 名＝997 名 

 

 

 

 

NPO
支援情報
（トピックス）

プラザからの
お知らせ

助成金
情報

NPO法人
認証情報

その他 合計

R6合計 28 134 339 15 0 516

R5合計 26 124 342 17 0 509

モノクロ
(枚)

カラー
(枚)

合計
(枚)

トナー
(本)

利用件数
(件)

製版数
(枚)

印刷枚数
(枚)

インク
(本)

マスター
(本)

Ｒ６合計 7,568 333 7,901 2 512 2,379 572,767 31 8

Ｒ５合計 6,735 983 7,718 1 516 2,386 628,114 33 11

コピー機 印刷機
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 みやぎ NPO プラザブログ～をむすび日記～掲載件数 

 

 

 

 

 みやぎ NPO プラザ SNS 

 みやぎ NPO プラザの日常の様子や実施講座の告知、ブログの更新状況を拡散する手段

として活用した。Facebook は年間 342 件、Twitter では 197 件発信した。また、7 月に

Instagram を開設し、ボランティアチャレンジキャンペーンの周知に特化し 81 件投稿し

た。 

 

① みやぎ NPO プラザの情報誌編集・発行業務 

 One to One 発行 

発行日  ：年 6 回 奇数月の 1 日  

発行部数 ：5 月号 6,000 部、7 月号以降 5,000 部 

仕様   ：A 4 版 8 頁 フルカラー 

主な配布先：県内各市町村、県地方振興事務所、県内 NPO 支援施設、プラザ運営評議

会委員、県内の公共施設、仙台市市民センター、県外の NPO 支援施設・

団体等 

 

② NPO の促進・団体の育成等に関する相談業務 

 専門相談 

会計・税務相談：18 件（年 6 回） 

認定 NPO 法人申請相談：0 件（随時） 

NPO のための効果的な SNS 活用相談：3 件（年 1 回） 

NPO のための不動産寄付受入れ相談：3 件（年 1 回） 

法人設立・団体運営相談：62 件（毎週水曜日） 

※1 団体 1 時間、認定 NPO 法人申請相談、NPO のための効果的な SNS 活用相談、

NPO のための不動産寄付受け入れ相談は 1 回 1,000 円 

 

 窓口相談 

 窓口や電話での相談は 272 件あり、随時スタッフが対応した。相談内容は、運営や会計

に関する内容の他、NPO 法人申請に関する相談も依然として多い。専門性が高いものは専

門相談につなぐなどし、正確な情報を伝えるように心がけた。 

 

③ NPO の促進・団体内の育成等に関する業務 

 NPO 運営のためのマネジメント講座 

情報チーム
日誌

ＮＰＯプラザの
近況

全館イベント 助成金情報
ＮＰＯ法人
認証情報

講座レポート
ボランティア促進
キャンペーン

R6合計 21 49 1 57 9 9 42 188

R5合計 21 74 1 106 7 10 31 250

合計
新規エントリー数
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 NPO の運営一般や、活動に役立つ講座を 6 講座開催した。テーマによりオンラインや対

面とのハイブリッドなど開催方法を工夫して実施した。 

講座名 講師 日時 人数 

基礎から学べる！NPO 法人設立講座 
【オンライン・申込者限定アーカイブ配信】 

堀川晴代（みやぎ NPO プラザ館
長） 

5 月 25 日（土） 

14：00～16：00 
21 

あなたの団体は大丈夫？ハラスメント対
策講座【会場とオンラインのハイブリッド】 

富樫敦子氏（特定社会保険労務士） 
8 月 9 日（金） 

14：00～16：00 
38 

宮城県の助成プログラム×NPO～資金と
想いの好循環～「助成申請編」 
【会場＆サテライト会場＆オンラインのハイ

ブリッド】 

木上裕貴氏（一般財団法人明石コミ
ュニティ創造協会事務局次長） 

9 月 6 日（金） 

14：00～17：00 
88 

NPO のための SNS 活用講座 
岩谷淳子氏（行列のできるチラシ屋
さん・終日舎代表） 

11 月 22 日(金) 

14：00～16：00 
23 

認定 NPO 法人申請・更新講座 
渡邉桂子氏（認定 NPO 法人杜の伝
言板ゆるる理事・事務局長、NPO
法人フレーム・ラボ代表理事） 

2 月 13 日（水） 

14：00～16：00 
11 

NPO 法人の事務力向上講座～年間スケジ
ュールとやるべき仕事を理解する～【オ

ンライン】 

関口宏聡氏（NPO 法人セイエン代
表理事） 

3 月 7 日（金） 

14：00～16：00 
31 

参加者合計 212 

平均 35.3 

 NPO の会計・税務・決算等の講座 

NPO の会計・税務に関する講座を 6 講座開催した。遺贈寄付の関心が高まっていること

から、寄付を受け入れる NPO を対象に基礎知識や税務のポイントを学ぶ講座を開催した。 

講座名 講師名 日時 人数 

NPO・市民活動団体のための会計初級講
座 

小野恵子氏（会計サポーター） 
5 月 16 日（木） 

13：30～16：30 
24 

NPO のための仕訳集中講座 小野恵子氏（会計サポーター） 
7 月 26 日（金） 

13：30～16：30 
15 

NPO 法人のための会計監査＆財務諸表の
よみ方講座 

伊藤由紀氏（公認会計士・税理
士） 

8 月 24 日（土） 

13：30～16：30 
19 

NPO のための税金基礎講座 
伊藤由紀氏（公認会計士・税理
士） 

11 月 7 日（木） 

13：30～16：00 
24 

NPO のための遺贈寄付の基礎知識＆税務
ポイント講座【オンライン】 

脇坂誠也氏（税理士） 
1 月 22 日（水） 

14：00～16：00 
32 

NPO のための決算書作成講座（実践編） 小野恵子氏（会計サポーター） 
2 月 27 日（木） 

13：30～16：00 
24 

参加者合計 138 

平均 23 

 

④ NPO に関する行政職員の理解促進事業 

行政職員を対象に、NPO を取り巻く環境や基礎的な理解を深めるため、年 1 回開催して

いる。令和 6 年度は会場とオンラインに加え、期間限定のアーカイブ配信も行った。 

 

⑤ NPO 支援施設および中間支援組織の育成支援事業 

宮城県内の NPO 支援施設や支援組織のスタッフを対象に、NPO 支援に必要なスキルを

学び、情報交換し共有することで、宮城の NPO 支援力を高める機会を提供した。 

講座名 講師 日時 人数 

行政職員のための NPO 理解講座 
【会場・オンライン・申込者限定アーカ
イブ配信】 

岡田彩氏（東北大学大学院情報科
学研究科 人間社会情報科学専攻 
社会構造変動論分野教授、認定特
定非営利活動法人杜の伝言板ゆる
る副代表理事） 

5 月 28 日（火） 

14：00～16：00 
49 
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 NPO 支援センター研修 

講座名 講師 日時 人数 

NPO 支援施設における伴走支援のあり方
を考える 
【オンライン】 

手塚明美氏（一般社団法人ソーシ
ャルコーディネートかながわ代表
理事、認定 NPO 法人藤沢市民活
動推進機構 理事長）  

12 月 5 日（木） 

13：30～16：00 
17 

 

 県内 NPO・市民活動支援施設情報交換会（オンライン） 

各施設の支援業務に活かすため、オンラインで施設管理や事業の企画運営、NPO や行政と

の協働などの情報を交換した。 

第 1 回：10 月 10 日（金）14：00～16：00 

第 2 回：3 月 28 日（金）14：00～16：00 

 

⑥ 連携および交流促進事業 

NPO を牽引してきた第一世代が第一線を退く時期に入り、世代交代を経験した講師とと

もに世代交代と事業継承について講演と対話を通して考えた。 

テーマ 講師 日時 人数 

令和 6 年度みやぎ NPO フォーラム 
「NPO の世代交代と事業継承を考える
part２」 

田所喬氏（NPO 法人エヌピーオ
ー・フュージョン長池理事長） 
石田祐氏（認定 NPO 法人杜の伝言
板ゆるる代表理事） 

2 月 9 日（日） 

13:30～16:30 
38 

 

⑦ ボランティア育成事業 

 ボランティア促進キャンペーン 

人材不足に悩む NPO のボランティア募集情報の発信力強化をサポートし、みやぎ NPO

情報ネット等で拡散することで市民参画を促進する。キャンペーン開始に合わせ、みやぎ

NPO プラザの Instagram を開設し情報を発信した。 

イベント名 スケジュール 結果 

ボランティアチャレンジ 

キャンペーン 2024 

 

「NPO」と「あなた」をつなぐ 
～宮城をより元気に！～ 

ボランティア募集情報受付期間： 

7 月 20 日（土）～10 月 31 日（木） 

ボランティア募集情報公開期間： 

8 月 20 日（火）～11 月 30 日（土） 

ボランティア活動期間： 

9 月 1 日（日）～11 月 30 日（土） 

※R6 結果/目標（R5 年度結果） 

①ＮＰＯからの情報掲載申込 

36 件/35 件（30 件） 

②①のうち、新規団体の申込 

8 件/5 件（4 件） 

③活動希望者から団体への問合せ 

133 件/70 件（37 件） 

④ボランティア参加人数 

112 名/60 名（33 名） 

 

 市民活動サロン 

 これまで市民活動と関わりの薄かった市民を対象に、市民活動とは何か、NPO とはどの

ような組織かを知ってもらい、市民活動や NPO への理解を広げ、支援者・実践者として市

民活動への参画を促す。みやぎ NPO プラザのレストラン「びすた～り榴ヶ岡」で開催した。 

イベント名 ゲスト 日時 人数 

NPO カフェ 
～好き・得意・興味のあることで社会に
笑顔を届けよう！～ 

【ゲスト団体】 
認定 NPO 法人仙台傾聴の会（名取
市） 
ＮＰＯ法人アスイク（仙台市） 

2 月 22 日（土）

15：00～17：00 
13 
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 NPO 協働バザー「NPO まつり」への協力 

前年度に続き、NPO まつり実行委員会より協力依頼があり、広報や当日の運営をサポー

トした。 

事業名 内容 日時 来場者 

NPO 協働バザー「NPO まつり 2024」
への協力 
（主催：NPO まつり実行委員会） 

秋保・里センターを会場に、県内の
NPO12 団体が参加し、市民に向けて
自団体で製作した雑貨の販売や活動を
紹介するワークショップなどを実施。 
みやぎ NPO プラザは広報や運営をサ
ポートした。 

9 月 28 日（土）、

29 日（日） 

10：00～16：00 

857 

 

⑧ みやぎ NPO プラザ運営評議会の開催 

宮城県民間非営利活動プラザ運営評議会設置要綱に基づき、会場とオンラインの併用

で開催した。 

第 1 回：6 月 4 日（火）10：30～12：30 

第 2 回：2 月 21 日（金）10：00～12：00 

 

⑨ その他、施設の設置目的を達成するための企画業務 

 利用者懇談会の開催 

 みやぎ NPO プラザのよりよい活用を検討するため、日頃から使用している団体との意見

交換および利用団体間の情報交換の場として開催した。 

第 1 回：8 月 30 日（金）14：30～16：00 

第 2 回：12 月 10 日（火）14：30～16：00 

 

事業成果  

 施設の利用者数はコロナ禍以前の水準に回復した。組織基盤強化のための講座や研修も

タイムリーなテーマを設け、多くの NPO や市民が参加した。 

 県域支援の観点から講座やイベントでオンラインやアーカイブ配信を活用した。また、

NPO への遺贈寄付や土地や家屋の寄付の関心が高まっていることから、講座や相談会の

テーマとして取り上げ、好評を得た。 

 昨年度に引き続き、ボランティア促進キャンペーンを実施した。ボランティアを必要と

する NPO や市民に参加を呼びかけ、前年度を上回る参加があった。また、キャンペーン

に合わせて Instagram を開設し NPO の活動の様子を写真とともに発信した。 

 法人事務局との連携を常に意識し、特に NPO の組織基盤整備に係る事業は、プラザで

実施するものに限らず、NPO に広く情報を提供した。 

 前年度に続き、みやぎ NPO プラザを利用する団体による「NPO まつり実行委員」より

協力の要請があり、広報や会場（秋保里センター）での運営をサポートした。当日は多

くの来場者もあり、みやぎ NPO プラザについても周知することができた。 
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5. つなぐ ～NPO 等連携事業～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――-――――――――― 

（1） 真如苑第 10 回「みやぎの居場所づくり助成」運営事務局 

 課題を抱える高齢者や障がい児・者、児童、女性、青年などが、その人らしく過ごせるよ

う居場所づくりをする民間団体及びボランティアグループによる活動に助成を行う。総額

150 万円を真如苑が助成し、当法人は企画、広報、審査会運営等の事務局を担った。 

 

目的  

 宮城県内の団体とつながりを持つ中間支援組織として、様々な NPO が助成金を活用し事業

継続や団体の体制強化につなげることを狙う。 

 

活動実績  

募集期間   ：2024 年 4 月 1 日～4 月 30 日 

応募団体数 ：25 団体 

二次審査会 ：2024 年 6 月 6 日 

助成団体決定 ：6 団体 ＊うち 1 団体は新設した「組織助成」を行った 

 

事業成果  

 事務局としての運営は 10 年目を迎え、それに伴い募集要項および申請書のリニューアル

を行い、NPO の助成金申請力向上をサポートするよう改善を重ねた。 

 2024 年度は、一次審査を通過した 10 団体のうち 6 団体に助成が決定した。子ども食堂、

障がいのある子の親の居場所、高齢者の認知症予防の音楽療法サロン、NICU 卒の子の親の

居場所事業など、先駆的かつ地域の見えづらい課題に目を向けた重要性の高い活動に助成

することができた。 

 また、採択団体への中間訪問を実施し、会計書類の確認や会計指導を行い、適正な助成事

業運営と団体の運営力強化へ向けた支援をすることができた。 

 

（2） 令和 6年度 NPO 支援施設等フォローアップ事業委託業務（宮城県からの委託事業） 

 宮城県よりみやぎ NPO プラザの指定管理団体に委託されるもので、令和 2 年度から実施

している。 

 

目的  

 県内全域の NPO 活動を総合的に促進するための中核機能拠点であるみやぎ NPO プラザ

と県内の各地域の NPO 支援施設との連携を強化し、NPO 支援施設の活動支援及び人材育

成を行うとともに、みやぎ NPO プラザと NPO 支援施設との協働事業を実施することで、

NPO 支援施設の機能強化と地域の NPO 活動の促進を図る。 
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活動実績  

① NPO 支援個別訪問調査（ヒアリング） 

 以下の 11 施設と 2 自治体の NPO 担当部署に訪問し、現状や課題を調査し、課題へのア

ドバイスを行うとともに、調査結果を取りまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 人材育成研修の開催 

 NPO 支援施設の職員を対象に、中間支援施設としての支援力向上を目的とした人材育成

研修を 1 泊 2 日で実施した。 

 

テーマ：令和時代の NPO・市民活動支援を考える 

日 時：令和 7 年 1 月 30 日（木）13：30～31 日（金）12：30 

会 場：東北自治総合研修センター会議室 

内 容：［1 日目］ 

講義Ⅰ「NPO・市民活動支援の歴史とNPOセクターを取り巻く状況の変遷を学ぶ」 

講義Ⅱ「今、NPO・市民活動支援施設に求められる役割とは」 

［2 日目］ 

講義Ⅲ「地域の実情に合った NPO・市民活動支援事業を生み出すには」 

講 師：手塚明美氏（認定 NPO 法人藤沢市民活動推進機構理事長 

一般社団法人ソーシャルコーディネートかながわ理事長） 

参加者：19 名 

 

施設名（運営団体名） 訪問日時

仙台市市民活動サポートセンター
（NPO法人せんだい・みやぎNPOセンター）

7月20日（土）14：00～16：00

石巻市NPO支援オフィス
（NPO法人いしのまきNPOセンター）

6月12日（水）14：00～15：50

塩竈市協働推進室 6月5日（水）14：00～15：30

気仙沼市民活動支援センター 8月23日（金）14：00～15：40

白石市民活動支援センター
（白石市民活動フォーラム）

7月25日（木）14：00～16：10

名取市市民活動支援センター
（NPO法人パートナーシップなとり）

5月22日（水）13：30～16：00

多賀城市市民活動サポートセンター
（NPO法人せんだい・みやぎNPOセンター）

6月6日（木）14：00～16：00

岩沼市市民活動サポートセンター 5月17（金）14：00～15：50

とめ市民活動プラザ
（一般社団法人あしすと）

8月15日（木）14：00～16：40

栗原市市民活動支援センター
（NPO法人Azuma-re）

5月29日（水）14：00～16：15

大崎市市民活動サポートセンター
（NPO法人おおさき地域創造研究会） 6月28日（金）14：00～16：00

角田市総務部まちづくり推進課 7月12日（金）14：00～15：20

東松島市総務部市民協働課 8月8日（木）14：00～15：30
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③ 協働事業の実施 

 県内の NPO 等、中間支援組織、NPO 支援施設を対象に、県内の NPO 支援施設と協働

で対象者のニーズを踏まえた事業を実施した。 

 

 塩竈市協働推進室との協働事業 

事業名：「市民活動団体・町内会のための初めて学ぶ会計講座（初級編）」 

講 師：小野恵子氏（会計サポーター） 

日 時：1 月 25 日（土）14：00～16：00 

会 場：ふれあいエスプ塩竈 2 階 学習室 1 

参加者：11 名 

 大崎市市民活動サポートセンターとの協働事業 

事業名：「～届けたい、知りたい人に伝える～情報発信の実践講座」 

講 師：岡田彩氏 

（東北大学大学院情報科学研究科教授、認定 NPO 法人杜の伝言板ゆるる副代表理事） 

日 時：1 月 28 日（火）13：30～15：30 

会 場：大崎市市民活動サポートセンター大会議室 

参加者：20 名 

 角田市総務部まちづくり推進課との協働事業 

事業名：「市民活動研修会 

「私たちが目指す元気なまちとは～自分たちにできることを考える～」」 

講 師：真壁さおり氏（認定 NPO 法人杜の伝言板ゆるる副代表理事、社会福祉士） 

日 時：2 月 15 日（土）10：00～12：00 

会 場：角田市市民センター研修等 202 会議室 

参加者：23 名 

 気仙沼市民活動支援センターとの協働事業 

事業名：「市民活動団体のための個別相談会」 

講 師：堀川晴代氏（みやぎ NPO プラザ館長） 

日 時：3 月 5 日（水）10：00～15：00 

会 場：気仙沼市役所ワン・テン庁舎会議室 

参加者：3 団体 

 

④ その他 

 宮城県内 NPO・市民活動支援施設情報交換会 

県内 NPO 支援施設による施設管理や事業企画運営などオンラインで情報交換を行った。 

第 1 回：10 月 10 日（金）14：00～16：00 

第 2 回：3 月 23 日（金）14：00～16：00 
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事業成果  

 個別訪問では 11 施設の他、2 自治体の NPO 担当部署へのヒアリングも実施し、より

多くの地域の状況を把握するとともに、行政ならではの悩みを聞くことができた。ま

た、本事業を契機に角田市の市民活動支援センターの開設に向けたサポートに取り組

んだ。 

 人材育成研修では、社会情勢が変わり、支援対象や支援のあり方も変わってきたため、

改めて NPO・市民活動支援施設のあり方や支援の基礎を学んだ。「講師から紹介され

た事例が、自分の施設でもすぐに実践できそうで非常に参考になった。」などの声があ

った。また、支援に携わる支援施設や組織、行政職員が一堂に会し交流しながら意見交

換ができることは非常に貴重で有意義な機会だという感想が聞かれた。 

 協働事業では、初めて塩竈市協働推進室と角田市総務部まちづくり推進課との事業を

実施することができた。塩竈市では、これまで推進室と面識のなかった市民活動団体の

参加があり、学びと交流の機会になった。また、平成 7 年度に市民活動支援センター

設置を目指している角田市とは、キックオフイベントの位置づけで市民や市民活動団

体との交流事業を実施することができた。 

 

（3） みやぎ NPO 情報公開システム運用協議会事務局業務 

 2012 年に構築した NPO の検索システム「みやぎ NPO ナビ」のシステム運用協議会の

事務局を担当した。 

 

目的  

 市民の情報収集と NPO の情報提供の双方の利便性を高めるとともに、NPO の情報公開

の促進と信頼性の向上に寄与すること。 

 

活動実績  

構成団体：仙台市、気仙沼市、名取市、認定 NPO 法人杜の伝言板ゆるる、NPO 法人せ

んだい・みやぎ NPO センター、NPO 法人いしのまき NPO センター、NPO

法人パートナーシップなとり 

7 月 24 日 みやぎ NPO 情報公開システム運用協議会第 1 回運営委員会 

3 月 12 日 みやぎ NPO 情報公開システム運用協議会第 2 回運営委員会 

 

事業成果  

市民に対して NPO に関する地域性のある情報を提供することができた。再構築するみや

ぎ NPO 情報ネットとみやぎ NPO ナビの掲載情報の統合について検討した。  
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6. その他の活動 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――-―――—――― 

 

（1） 宮城県 NPO 等の絆力を活かした震災復興支援事業（受益者アンケート業務委託） 

 事業を活用して行われている復興・被災者支援の活動について、活動を通じて支援を受け

られた方（受益者）を対象としたアンケートを実施し、受益者の方々が支援を受けられたこ

とによる効果等を把握する。 

 

目的  

 NPO 等の復興・被災者支援の活動が今後も継続されるよう、NPO 等の復興・被災者支援

の活動に関する効果を把握する。 

 

活動実績  

 県からの指定フォーマットへの入力作業及び分析を行った。 

事業期間：2024 年 11 月 28 日～2025 年 3 月 21 日 

アンケート回収団体：8 団体（総数 212 枚） 

 

事業成果  

 地域に根ざした NPO 等の支援を通して受益者に前向きな効果や受益者同士の交流が生

まれ、今後も活動が必要とされている現状が見られた。 

 

（2） 宮城県 NPO 等による心の復興支援事業（受益者アンケート業務委託） 

 事業を活用して行われている復興・被災者支援の活動について、活動を通じて支援を受け

られた方（受益者）を対象としたアンケートを実施し、受益者の方々が支援を受けられたこ

とによる効果等を把握する。 

 

目的  

 NPO 等の復興・被災者支援の活動が今後も継続されるよう、NPO 等の復興・被災者支援

の活動に関する効果を把握する。 

 

活動実績  

 県からの指定フォーマットへの入力作業及び分析を行った。 

事業期間：2024 年 11 月 28 日～2025 年 3 月 21 日  

アンケート回収団体：38 団体（総数 920 枚） 

 

事業成果  

 地域に根ざした NPO 等の支援を通して受益者同士の交流が生まれ、それが生きがいや自

己肯定感に繋がっており、今後も活動が必要とされている現状が見られた。 
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（3） 外部との連携 

 自治体、他の NPO、企業等と連携して活動を行う。 

 

目的  

 団体外の様々な組織等と連携することで関係を構築し、地域全体でのより活発な活動に

つなげる。 

 

活動実績  

① 審議会・委員会等の委員 

 行政や民間の審議会や委員会、評議会などの委員として市民活動・NPO の立場から提言

した。 

 かほく「108」ファンド審査会オブザーバー 5/15（真壁） 

 東松島市まちづくり市民委員会 5/18、11/5、3/17（堀川） 

 県民間非営利活動促進委員会 6/10、1/24（堀川） 

 宮城県商工会連合会 第 1 回小規模企業広域活性化事業委員会 6/27（真壁） 

 東北 6 県支援センターオンライン情報交換会 6/27、7/27（堀川） 

 宮城県社会福祉協議会 宮城県地域共生社会推進会議 9/24、12/13、12/24（真壁） 

 大崎市市民活動サポートセンター評議委員会 10/9、2/25（堀川） 

 令和 6 年度宮城県障害者芸術文化活動支援業務協力委員会協力委員 10/28（小野寺） 

 ふくしま地域活動団体サポートセンター 福島県内支援センター情報交換会 10/24（堀

川） 

 令和 6 年度宮城県防災会議 11/18（石田） 

 宮城県商工会連合会 第 2 回小規模企業広域活性化事業委員会 3/21（高浦） 

 

② 助成金等審査委員 

・ 真如苑第 10 回「みやぎの居場所づくり助成」審査会 6/6（堀川） 

・ 登米市地域協働まちづくり事業審査会 11/26（堀川）※アドバイザー参加 

 

③ 河北新報社かほく「108」クラブとの連携 

 河北新報社とその関連 12 社で作るかほく「108」クラブの助成金『かほく「108」ファン

ド』の NPO への広報協力や、選考審査委員のサポートをした。また、「NPO で高校生の夏

ボラ体験」プログラムでは共催団体として資金支援を受けている。 

 

④ 日本 NPO センター関連 

 理事として理事会に出席した。また、香港の NPO 、Centre for Asian Philanthropy and 

Society（CAPS）がアジアの市民社会の比較調査にも取り組むにあたり、日本 NPO センターの

理事として調査会議に同行した。 
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⑤ 会員として連携 

・ NPO 法人いしのまき NPO センター 

・ NPO 法人会計基準協議会 

・ NPO 法人せんだい・みやぎ NPO センター 

・ 認定 NPO 法人日本 NPO センター 

・ NPO 法人パートナーシップなとり 

・ 仙台市社会福祉協議会 

 

⑥ 調査協力・配布協力 

・ 認定 NPO 法人 NPO 会計税務専門家ネットワーク「認定 NPO 法人実態調査」 

・ 認定 NPO 法人日本ファンドレイジング協会「『寄付白書 2025』法人寄付調査」 

・ 東北労働金庫 東北ろうきん復興支援・社会貢献団体助成金募集 チラシ 500 部 

・ かほく「108」クラブ かほく「108」ファンド助成金募集要項 400 部 

 

事業成果  

 イベントの実施や、委員会への派遣など多様なセクターと協力することができた。 
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Ⅲ 組織運営 

（1） 総会の開催 

 2024 年度通常総会を開催した。 

 

開催日時：2024 年 5 月 26 日（日）14：00～16：00 

場 所 ：みやぎ NPO プラザ／オンライン（Zoom） 

議 案 ：第 1 号議案 2023 年度事業報告及び決算の承認 

     第 2 号議案 2024 年度事業計画（案）及び予算（案）の審議及び議決 

第 3 号議案 役員選任（案）の審議及び議決 

 

（2） 理事会の開催 

回数 実施日 議題 

第 209 回 5 月 1 日 2024 年度事業計画、予算および総会審議事項等、職員内部研修の実施 

第 210 回 5 月 8 日 2023 年度事業報告および決算 

第 211 回 5 月 26 日 令和 6 年度・7 年度の代表理事及び副代表理事、常務理事の選出 

第 212 回 7 月 30 日 季刊ゆるるの発行 

第 213 回 9 月 10 日 10 月以降の職員報酬、季刊ゆるるの発行 

第 214 回 10 月 30 日 季刊ゆるるの発行、法人運営体制 

第 215 回 12 月 12 日 次年度の事業計画、角田市市民活動支援センター運営支援業務への申請 

第 216 回 2 月 10 日 2025 年度総会スケジュール、角田市市民活動支援センター運営支援委託業務への申請 

第 217 回 3 月 23 日 
2024 年度期末手当、2025 年度職員報酬、2025 年度総会、角田市市民活動支援センター運

営支援業務公募型プロポーザルへの申請 

 

（3） 会議 

① 事務局スタッフ及びみやぎ NPO プラザスタッフ合同ミーティング 

 毎月第 1 月曜日に開催（年始・連休時を除く）し、今年度は全 12 回開催。 

開催日：4 月 1 日、5 月 6 日、6 月 3 日、7 月 1 日、8 月 5 日、9 月 2 日、10 月 7 日、11

月 4 日、12 月 2 日、1 月 6 日、2 月 3 日、3 月 3 日 

 

② その他 

 編集会議、企画会議、事務局会議、みやぎ NPO プラザ管理職ミーティングを随時開催。 

 

（4） 会員 

正会員 ：30 団体・個人 

賛助会員：70 団体・個人 （2025 年 3 月 31 日現在） 
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（5） 組織の広報及び理解促進 

杜の伝言板ゆるるのホームページ、Facebook、Instagram を活用し、組織および活動状

況の情報公開を進めた。 

 

（6） 組織体制（2025 年 3 月 31 日現在） 

① 杜の伝言板ゆるる事務局（仙台市宮城野区榴岡 3-11-6 コーポラス島田 B-6） 

事務局長：1 名 

総務・事業運営職員：1 名 

情報収集・発信および事業運営職員：1 名 

 

② みやぎ NPO プラザ勤務（仙台市宮城野区榴ヶ岡 5） 

館 長  ：1 名 

運営主任 ：2 名 

運営職員 ：2 名 

非常勤職員：2 名 

 

（7） 職員研修 

研修日 研修名 研修場所 主催団体 参加者数 

5/16 杜の伝言板ゆるるスタッフ人材育成研修 みやぎ NPO プラザ 認定 NPO 法人杜の伝言板ゆるる 12 名 

5/21 "NPO・市民活動で社会を変えよう市民協働まち

づくり塾“市民活動に役立つ「できる ChatGPT（基

本編＋活用編）」" 

オンライン 郡山市市民活動サポートセンター １名 

6/27 令和６年度ボランティア・市民活動ネットワーク

会議（第１回） 

仙台市福祉プラザ 社会福祉法人仙台市社会福祉協議

会仙台市ボランティアセンター 

１名 

7/9 これからの中間支援を考えるシンポジウム オンライン 中間支援機能に関する研究会 １名 

7/23 NPTech イニシアティブ IT セミナー オンライン 認定 NPO 法人日本 NPO センター １名 

7/25 プロボノコーディネーター入門セミナー 仙台市市民活動サポー

トセンター 

仙台市市民局市民協働推進課 １名 

7/26 令和６年度ボランティア・市民活動ネットワーク

会議（第２回） 

仙台市福祉プラザ 社会福祉法人仙台市社会福祉協議

会仙台市ボランティアセンター 

１名 

8/9 あなたの団体は大丈夫？ハラスメント対策講座 みやぎ NPO プラザ 宮城県（みやぎ NPO プラザ） ３名 

8/1 NPO 法人の新任理事向け研修～NPO 理事の必須

知識と基本的責任の実践～（第１回） 

オンライン NPO 法人 NPO サポートセンター １名 

9/6 宮城県の助成プログラム×NPO～資金と想いの

好循環～「助成申請編」 

みやぎ NPO プラザ 認定 NPO 法人杜の伝言板ゆるる、

宮城県（みやぎ NPO プラザ） 

４名 

9/17 NPO 法人の新任理事向け研修～NPO 理事の必須

知識と基本的責任の実践～（第２回） 

みやぎ NPO プラザ NPO 法人 NPO サポートセンター １名 

9/18 受遺団体向け 遺贈寄付はじめの一歩セミナー オンライン 一般社団法人全国レガシーギフト

協会 

２名 

10/4 
東北ろうきんフォーラム in 宮城～喜びをもって

共生できる社会の実現を目指して～ 

東北労働金庫 

オンライン 
東北労働金庫 ２名 

10/10 NPO 事務局のための ChatGPT 実践（第１回） オンライン NPO 法人 NPO サポートセンター １名 

10/17 NPO の“今”を読み解く！県内 NPO 活動実践・意

向調査を探るトークカフェ 

みやぎ NPO プラザ 認定 NPO 法人杜の伝言板ゆるる ２名 

11/7 NPO 事務局のための ChatGPT 実践（第２回） オンライン NPO 法人 NPO サポートセンター １名 

11/11 中間支援のこれから ３回シリーズ「中間支援は

なぜ必要？」 

オンライン NPO 法人協力アカデミー ２名 
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11/12 「遺贈寄付」基礎講座 オンライン 社会福祉法人大阪ボランティア協

会 

２名 

11/25 中間支援のこれから ３回シリーズ「求められる

支援力とは？」 

オンライン NPO 法人協力アカデミー ２名 

11/29 

NPO 資金獲得セミナー「NPO の事業や活動の成

長のために多様な資金を活かすには～休眠預金

活用助成や寄付の活用事例から考える～」 

オンライン 
NPO 法人ボランタリーネイバー

ズ 
1 名 

12/5 NPO 支援センター研修「NPO 支援施設における

伴走支援を考える」 

オンライン 宮城県（みやぎ NPO プラザ） ３名 

12/9 中間支援のこれから ３回シリーズ「支援力をつ

けるには？」 

オンライン NPO 法人協力アカデミー ２名 

12/12 普通救命講習Ⅰ 文化財課分室 文化財課分室 ２名 

12/20 カードゲーム体験！自分にとっての社会貢献を

考えてみよう 

みやぎ NPO プラザ 認定 NPO 法人杜の伝言板ゆるる ２名 

1/22 NPO のための遺贈寄付の基礎知識＆税務ポイン

ト講座 

オンライン 宮城県（みやぎ NPO プラザ） 1 名 

1/29 令和６年度プロボノ普及セミナー オンライン 宮城県環境生活部共同参画社会推

進課 

2 名 

3/7 NPO 法人の事務力向上講座～年間スケジュール

とやるべき仕事を理解する～」 

オンライン 宮城県（みやぎ NPO プラザ） 2 名 

 

（8） ボランティア 

 

事務局 
One to 

One 
みやぎ NPO プラザ 

運営補助 発送 データ入力 
事務 

サポート 

NPO 

フォーラム 

時間 98 58.5 118.5 0 31.0 

人数 37 27 55 0 5 

※のべ総時間数：306 時間／のべ総人数：124 名 

 

（9） 寄付 

 のべ 24 個人/団体から 2,920,908 円の寄付を受けた。このうち 2,000,000 円は個人からの

指定寄付である。宮城県内のＮＰＯ支援に役立ててほしいという意思を受け、「みやぎＮＰ

Ｏ応援積立基金」として創設した。基金設立にあたっては、特定資産規定を設け、使用や積

立、報告等の運営体制を構築した。 

そのほかに、イオン仙台店のイエローレシートキャンペーンで 75,400 円のギフトカード

が含まれている。 


